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研 究

ラワン積唐材について

Ⅰ物理 的性質

/ OntheLaminatedWoodPrbparedwithLauan-veneer

I. PhysicalProperties.

､後 藤 輝 男 ･梶 田 茂

TeruoGoT6, SigeruKADITA

(木材物理第 1研究室)

Ⅰ,緒 FI

積層木材は多く＼の改良木材中実際的に発達を見た主要なもので,単板樹種として

我が国ではカ)ヾ,ブナ,ヒノキ,エゾマツ,ドイ ツで は Buche,Birke,Kiefer,

Fichte,アメリカでは Birch,Yellow-Poplar,RedGum 等が用いられている.

然し積層木材用樹種に熱帯産材であるラワン材を用いた研究は殆ど見当らなV:占ラ

ワン材は後述する様にブナ,カバの散孔材に比し接着性能は少々劣るが,導管配列

が散在的,所謂散孔材で積層材用木材として十分に使用しうるもーのと思われる0

又積層木材製作に用いられる接着剤は主として石炭酸系樹脂接着剤 (PF).である

が,ラワン単板を用いた場合往々にして単板表面に赤褐色或は褐色の汚染が出る倶

れがある (Tegofilrhを用いた場合はこの供れがなV,)0

然し後述する如く近時発達を見たメラミン樹脂接着剤(MF)は無色透明のアミノ

系熱硬化性樹脂で単板積層圧柿の際溶出してもPFの様な汚染を生ずる心配 は な

い. 反って単板表面に樹脂が蜜出した場合 Overcoatingした如く光沢を帯 びて

表面はキレィになる｡MFは叉尿素樹脂接着剤 (UF)より耐水性が造かに優れ,

萄沸後に於てもPFに匹適する接着力を有する｡簡PFは一段に150℃の高温圧柿を

必要とするが,MFは100oCの中間温度で十分に硬化する利点,並びに略々,.水溶

性であるため水溶性増量剤使用可能,スブL/ツダー水洗可能等の利点を有する｡故
,＼ O

に本実験に於ては特別な場合を除いては主としてメラミン樹胆接着剤を用V,た｡

本研究をするにあたりメラミ､ン樹脂接着剤,Tegofilm華びラワン単板を御寄贈
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下さった住友化工材,並びに永大壷菓株式会社に対し厚く御礼申上げる次番である｡

Ⅰ,メ ラ ミ ン 樹 脂 接 着 剤

MFは化学的にはUFと類似せる無色透明の熱硬化嘩樹脂接着剤であるがi耐熱｢

耐水,耐薬品,耐老化性等に於てUF串り優れてをり,煮沸後に於てもPFに匹通せ

る接着力を有し,耐水性木材接着用接着剤として我が国に於ても最近注目を浴びる

に至り,I顛合板用接着剤として実用作の域に連やんとしてV,る状態であるo以下

その概略をのべる｡t

1,メラミノシ樹脂の化学 :メラミ'ンはこ ｣に示す様に.2:4:6-triamino-1:3:

N｡ 2 5~triazineで3笹の活性アミド基と6筒の雫性水素を有する

占 複素環式化合物で1834年･J･Liebig 氏 に よっ て最初に発

IN/drゝ 表されたo而してメラミンとフォルムアルデヒドどを用いて
I II

HL,N-C C･-N恥 樹脂化すろ基翻 勺化合物は1935年W,HENTRICH氏及び R･
a V K6HLER鋸 より始吟て発見せられた.

即ちメラミンとフォルムアルデヒドはここに示す如きメチ｡-.Jt,結合が行 われ

･る｡ これは未だ樹脂状性質を萄し ていない｡
OH

CH2
i
N.H
]
C
♂＼
N N
l H

HOH2C-HN一c c-･NH-CH20H
S /
N

更に縮一合を進める事によってメチロール

･結合の多くの分子は水を分離して化合し,

次に示す様 な ェーテル橋結合を形成す

る｡これは最早樹脂状の縮合物で孝の分子

量は1000位の大きさである｡更に熱或 は

触媒作用~によって分子結合の現象が進み最

後に網状組織の物質を生ずるOこれは不溶不融であり且機械的に非常に固V,l物質で

ある｡･

2.,メラミン樹脂の一般的性質 :初期縮合物は尿素樹脂に似て白色或は無色であ

るが尿素樹脂の様に先金水溶性ではない.即ち結合度が低い程多量の水に溶解し一

定以上の縮合度の時には最早水には捧解しない｡
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メラミン樹脂は叉一般に有機溶剤にも不溶解性

で僅かにビ1)ジ-/が低い給合度のものを終解する

にすぎない｡

メラミン樹脂は緒に硬化し易い能力を肴してい

る. 即ち硬イヒ剤の添加なしでも90 0-loo°cの温

度で十分に硬化す為｡硬化剤を使用した場合は硬

化時間を長 くする事により硬化温度を望温迄下げ

る事が田来る｡硬化剤としては弱酸性の物質 (例

えばアンモニウム塩,弱有機酸或は酸を分離する

過酸化化合物等)を用いうる｡硬化せるメラミン

樹脂は煮沸水に浸漬しても強度の低下は認められ

ない..この速硬化力の基礎は明らかにメラミンの･

化学構蓮に存するものである｡上述の如き速硬化

性であるメラミン樹脂の網状構造形成の容易さは

利用に際して硬化のための加熱時尚が 長 過 ぎた

り,硬化温度が高過ぎた場合埠非常に激しい硬化

をなし挽き硬化樹脂を形成する憐れがある｡即ち

メラミン樹脂の壁用に際しては過度の硬化(i)ber･

hartung)はさけなければならなvl,0
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3,嘩層材接着にメラミン樹脂の使用:積層材の接着に貯しては分子量約1000-

1200D縮合度のメラミン樹脂が適している｡この凍態の樹脂液を接着せられる単枚

上に約100-130g/cmeの塗布量で塗布し,所寒枚数積層した後,90-100oCの圧

締温度で圧締接着せしめる時は硬化剤を用いなくても十分に接轟硬化する｡粉末状

態に乾燥したメヲミン樹脂は無期限に安定であって使用に際し七は1:0.5位の比率

で冷水中に懸濁せしめるとシロップ状の粘 り気のある流動液が得られる｡この状態

のメラミン樹脂の可使時間は数日間であるが硬化剤を添加した晦は数時間しか安定

l

を与え樹脂フイルムを乾燥せしめてから接着する時は過度の水分の導入をさけ得て1

好結果をう･るo菰し硬化剤を使用した時は塗布後直ちに接着すさ心要がある｡

メ与ミン樹脂は叉 ′′Tegbfilm′′.主同様ノ′Leimfilm〟の生産に適してやる｡即ち
′

比較的薄い紙にメラミン樹脂を浸潤せしめたフイルムは泌末接帯剤と同様無期限に

安定で9d～95oCの温度で接着しうる｡積層材の製造に於て接着層脆化の危険は非

常に輝少する｡即ち積層材生産に於ては圧締カが高いから接着層は非常に薄くなる

からである｡

4,メラミシ樹脂接着剤の接着性 :MF,PF,UF,畢F(I/ゾルシノール樹脂接∫

着剤)を用いた樹種別合板接着力を示すと Table.1,2の通りである｡

Table.1梯種別接着細別合板接着力.(kg/in2)及び木破率(%)
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Table.2接着剤別カバ (Yellow-birch)合板の接着カーW.Z.OLSON氏

･上表に示す通りにMFの接着力はPFのそれと略々同じ大きさである?然し湿潤

処理或は温水処理した時は乾燥接着力よりも往々にして高い接着力を示すoこれが

原因は前適した如 く純粋革MFで接着した接着屑は乾燥によって非常に著しV,脆化
/
現象を有するからである｡･この事は注意する必要がある｡･即ち接着後接着部分をあ

妄り乾煉せしめる時は接着力を減少せしめる憐れがあるO傭W.Z,OLSd長氏の研究

によればMFは単板合水率14-20%の時,良好な接着性を表すのにPFは6%前

後あ含水率の時最良の接着性を示す｡即ちMFを使用する後はPFを用いる場合よ

りも単板含水率に関して重要な考慮を払う必要がない｡
/

皿'ラ ワ ン~ 材

ラワ ン材 はリュウノウ料 (DiblerocarbaceaC)に属する南洋材で Red⊥lauan類

吻hiteTlauan類,Yellow-1auan類,Mayapis類の4線に区別されている.

木材は組織的には次の様な特徴を有'Lているo

i,財中に垂直樹脂溝を有する｡この樹脂溝は木材の木口■面を見る時,大体断旅

した同心円状の弧をなしており,多 ぐは樹脂溝の中に白色の樹脂を含み,且基礎組

級に比して色調の淡い柔細胞で囲まれてvlて肉眼で明確に見る事が出来る｡ii,殆ど

全ての材が交錯木哩を有してVlる｡iii,年輪は勿論ないが樹脂溝の列による円弧が木

白面で恰かも生長輪の境界の様に見える.iv,導管の配列は散在的で所謂散孔材に
■

属するが,樹種により導管が数箇集合しているものもある｡4
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容積重は普通0.6を超えず同料の樹種申最も経軟な材を多く含んでい盲｡

ラワン材の機械的性質に関して詳細な報告はないが前述した如き積層材用他機種

のそれと比較すると,圧縮,曲げ,曲げ弾性比強度に裁ては殆ど差異が認められな

V,が,勢断些強度並びに動的形質商が悪い｡特に動的形質商は 1/2-1/3である.

化学的成分はペントーザン含有量15% 内外,リグニン含有量が30%内外を示し
･ヽ､

寒温暖帯塵潤葉樹材に較べてベントザンに乏しくり●グエソに富み両成分の含有量に

関してはむしち針葉樹材に近vl.備針潤美樹に比して繊維素含有量が少い.叉マy,

ナンは殆ど含有しない｡

ラワン材の接着性はTablelに示した.ようにカバ,ブナ材に止し劣るがMFを用

いた場合,PF及びUFを用いた場合よりも接着刀の差異 は小 さvl.即 ち良 き∫

gap-fllling〟の性質を有する接着剤で接着する時はラワン材の療着性質は相当に改

善されるものと思われる｡換言すればMFはPF及びUFより･も長き〝gapJfilling〝

の性質を有する柔めラワン材の接着には適当であると言え畠｡
tL

Ⅳ ラワン積層材の製造卸 こ試験片の採取 ･

1,原 材 料 r

i,単板:厚さ1.6mm,含水率約16%の白ラワン単板を用いたo

ii,接着剤:(早)液状メラミン樹脂接着剤-住友工材工業株式会社の製品で性状

は山田彦右衛門氏の研究によれば次の如くである｡ 含脂率70%粘度約10ポイズ /

20oC, 比重約1.3/20oCの水溶性徴濁液状で可使時間は硬化剤 (20%塩化アンモ

-/水溶液)3-5%の添加にて30つCで4-5hr,20'Cで7-8hr109Cで12hr以上であ

る｡圧締温度90-9畠QCを用いた時,前記硬化剤を3%添卯した琴合,最高の合板接

着力を示す｡ 散に本実験に於ての積層材製造に際してもこの条件で接着した｡ (b)

Tegofilm一上記会社の製造で合指率約60.%であった｡

2,積層材の製造一接着剤は平方尺当り15g(これに硬化剤3%添加)を各単板の

片面のみに均一に塗布し,直ちに,4程の積層方法 (平行,1/10,1/5,直交各積層材)

で穣層し3経の圧締カ (30,60,1･QOkg/cm2) 及び100qCの硬化現象,20min(厚さ1

cmの製品)或は30min(厚さ2cmの琴晶)の硬化時間で圧縮製逢したO.斯くして
●
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製造した積層材の容積重,含水率は下記の如くである｡

容積重 :圧締力 30kg/cn℡-･･T･･･:---平均 0.88g/cm3

r圧締カ 60kg/cm 2････-･-･.･･･'･･平均 1.14g/cm3

圧締カ 100kg/cm2-･････-･･････平均 1.26g/cmS

含水率 ;15-17%

傭 T毎ofilm を用いた場合の積層材の製造は後述する.

3,試験片の採取一上記した通りに製造した積層材は製造後5日間放置した後,

各辺から2cm以内の部分にて各条件に対して試験片を何れも6-8箇宛採取した｡

吸永,吸湿試験には2.0×2.0×2.0cmの試験片を用いた｡

† 研 究 結 果 並 に 考 察 /

1,圧縮率及び容積重 ′ ･

圧締力10,20,30,40,60,80,100,120,150kg/cm㌔150つCめ熱盤温度,T鍔Ofilmを各

単板毎にtl故宛挿入等の条件で製造したラワン積層材の圧縮 率及 び容積重 は

Table3及び-Figlに示す通りである｡

Table.3,白ラワ-/積層材の圧縮率及び容積重-Tegofilm接着

庄 締 カ

(P)kg/cm･?
容 揖 重 (r)
(g/cm8)

圧 縮 率 (註)

(△dp)(形)

0.58-0.59-0.60

0.71-0.73-0.74

0.88-0..92二0.95

1.03-･11.06-†1.10

1.06-1.17ヱ1.19

1.13-1.22-1.23

1..22-1.27-1.29

1.28-1.31-1.34

1.32-I.34-1.37

0.40-0.42-･0.43

61

1)単板 :白ラヴ./,厚さ1.57mm

含水率 13%

2)積層方向:平行

3)圧縮率 (△dp)~は次式によっ

て計算したo

-dp-100(1-号 )(0/0).
rp‥P.kg/cm2庄締カでの積層材

の容積重(g/cmB)

fo:圧縮しない木材の容積重

(g/cm8)
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Fig.1 圧締力と容積重との関係
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図表に見る様にラワン単板を用いた積層材の圧縮経過は針広葉樹単板を用vlた積

層材 (W･KOcH氏の研究による)のそれとは明瞭な差異が見られる｡即ちラワ-/

積層材の圧胎経過は2つの段階に分けうる. ,

(i) 約60kg/cm2の圧締力迄一容積重は圧締カの増大と共に急速に増大するO即

ち低圧締カでも木材組織は大V,に変化し木材中の孔隙は急激に減少する｡

(ii)約60kg/cm2以上の圧締カ-容積翠は圧締力め増加と共に壌早着るし.く増大

しない,然し1.3g/cm3の容積重に連するめK.Bucheと同様約120kg/cm2の高圧

締力を必要とする｡

然るに針広葉樹積層材に対して W･KtJcH氏は下記の様に分塀している｡即ち

広葉樹塀積層材に対しては

(i) 約 20kg/cm2進の低圧締カー木材の元の組織は本質的に維持してVlるo特

萌



ふ ■‖… .MM='I.'lMMr'lmJ"‖… MrM日日… 日脚 =州HMMHH… 川=･･"I"1日･-日日日日-･=･""""第4号 ●19534･=".".･M.川■

把Er7e樹種に於て明白でこの範囲の.圧締カでは容積重と横棒と圧締カとは無関係＼

である去恭しBirke及び BtlCheでは既に可塑性圧締変形を起してVlる一〇

(ii)約20-100kg/cm2の圧締カー圧締カの増大と共に圧縮度は著し く増大 す

る｡即ち木材組織は孔除部分が相当除去せられ根本的に変形す畠Oその際嘘線及び

常々の厚膜細胞は折曲げられ導管は殆ど完金に消滅するO も

(iii)､約80-100kg/cm2の圧締カー木材中の孔隙は殆ど完金に除去せられるo容

積重娃圧締カの増加と共に最早著しく増大しない.即ち1.3g/cmSの窄稗重はErle

及び Birkeに於ては80kg/cm2の圧締カにて既に達す るの に Bucheに於て は

120kg/cm2の圧砕カにて漸く連する｡

針葉樹類積層材に好しては

Kieferに於ては上記の広葉樹葦とは明確に異る.即ち 10kg/crp2以上の圧締カ

では春材の圧縮限界を越え,約4蝕gノcml以上の圧柿力で秋材の圧紀限界を越え容

積重に大きな増加をもたらす｡ Fichteに於ては広葉樹と同様な経過曲線を示す｡

Kiefer及びFichteに於てll･3g/cm3の容積重に連するの吟必要とする圧締力はErle

及び Birkeと同様約80kg/cm空である.

因みに上記樹種の細胞空醸容積率(q を次式より求めるとFig.1にて示した如くで

ある｡ /

C-100(1-義 )-100(ト 0･64e)e:絶乾- ,

Tableから見て判るように大きな細胞空隙容積率を有するErl咽 種に斡てラワン材

と同様な圧縮経過をとらない事は興味のある事である.換言すれば細胞空隙容積率

が大きくても低圧締力範囲に於て容積重を増大しない場合もある.･即ちこれが原因

は木材組織上の差異に基因するものであろう⊥ 例えば細胞間のDisplacementの

問題等｡上記筆者及び W･KtJcH氏の研究によって判卑様に全ての木材種にて革し

うる容積重は 1.30-1,40g/cm3である｡叉圧締力60-80kg/cm2以上圧砕力を増大

せしめても容積重蜂殆ど増大しないoこれよりして従来硬化積層材の製革に用.V.ら

れる圧締カは比較的高いものと思われる｡俄積層材製造時に於て単板の厚み土圧給

率土には寧蕉な関係カ.iあるO即ち単板厚みの減少よ共に圧轡率は大となLる9換冒す(

声等
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れば容積重は大と孝る. こ正は単板厚みが薄くなればなal程多くの卿 旨を含有する

と共に可塑性変形の割合が増大するからである｡W.KtJcH氏の研究K_よればこの現

象は針葉樹単板に於て廃除で 2.0mm厚の Kieferの単板,20kg/cm'の圧縮力で製

造した積層材の容積重は 0.64g/cm苧セあるのに0.5mm厚の単噂の場合では1.16g■√
/cm3の容積重を有する｡ 1
2,積層材製造時の圧締カと単板伸縮率

自ラワン単板厚か1.57mm大きさ10×10cm2含水率13%を Tegofi.1mで積層圧

辞した平行横層材について実験を行った｡即ち所定枚数積層した単板表面の繊維方

向に直角に6.0cmの横線距離を入れ,圧締前並に圧締後の距離を1/lbomm精度の

読取顕微鏡で測定したO結果は Fig,2に示す通 りである占
Fig･2圧締カと単板伸縮率との関係 ･.

圧

縮

力

kg/cmス

-0.4 -02 r0 0.2 lQA a6 0_8 LO Jl

伸 縮 率

.即ち圧締力約60kg/cm2以上増大すると繊維に直角方向に単板は略'r直線的に伸

びる｡因みに繊維方向一荷重方欄間の角度と引韻強度との関係を示すとFig･3に示

す通りで900の時の引襲強度は僅かに約1･3kg/cm2である｡

､ .昏4
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Fig.3 白ラワン単板の引張強度

･旬 厚 さ ;1.6mm

含水率 :15%

60 75 90

繊維方向と荷重方向間の角度 (00)

換言すればラワン単板の繊維横相互間の結合力は非常に小さV.｡即ち繊維横相互

間の結合力に於て,非常に小さい伸びによって比例限度を越え破壊するものと推察

せられる｡例えば厚さ1.0mmのカバ単板についTCl蒲久崇磨氏の研究によれば繊維方

向の距離が約0.1%伸びると引張破壊を起す.然るにFig.2に見る様に150kg/cm2

の串柿力では繊維に直角方向に於て約1･1%伸張するoこれからして溶融樹脂によ

る単梶えの可塑性附与を考慮しても高圧締カでのラワン積層材の製造は単板轡椎相

互間の結今力の比例限度を越した状態で接着製造してvlるものと推察せられる〇I

傭 この現象はⅠ報に於てのべるラワン積層材の機械的性質に於て高圧締力で製造し

た場合弾性的性質あ改良は殆ど見られなかった事と何等かの関係があるものと思わ

れる｡傭樹脂による木材-の可塑性附与に関Lでは今後詳細なる研究を行って明ら

か拝したいと思っているo

SS
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Fig･4 メラミン樹脂接着ラワ-/積層材の吸湿経過

3q♂ :庄締カ30kg/cm2で製造した平行横層材

30⊥ …庄締カ30kg/cmBで製造した直交積層材

I6.0
0123 7 tO

飽湿期間 (days)

3,メラミン樹脂換着ラヮン積層材の吸湿性

'飽湿デシケーター中にて30日間放置した試験片の含水率増加曲線, 吸湿速度 は

Fig･4,Fig･5及び Fig･8に示した通りであって高い圧砕カで製造した積層材程吸

湿性が小さいo即ち圧痛カの増大と共に吸湿性は平行直交積層材で中略々直簡約に

減少する｡

然しFig･4,5及び T̀able･4から判る様に直交積層材は平行積層材よりも吸湿性

が小さい事は注目すべきであるo即ち単板積層方向が異るが同じ木口断面積を有す

る中にこの様な硯桑がある事は次の様な理由によるものであろう0

56
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Fig.6 メラミン樹脂接着ラワン積層材の吸水経過
(水温7-loo°)I

30♂ :正絹力 30k_g/cm2 ･･6-製造一･た平行積層材
30⊥ .･庄締カ 30kg/cm2 で製造した直交積層材

試験片 ‥2.0×2･0×2･OcmB
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Fig.8 圧締力と吸湿･吸水性との蘭係

含

永

率

(形
)

平行積層材の場合,毛管方向が平行しているが,直交積層材の場合は各単板の毛

管方向が全て直交しているため 〝毛管のクビレ〟が後者は前者よりも大きい｡これが

ため各面 (木口,板目,柾目)からの吸湿があった場倉,毛管のクビ Vの大きV,直

交積層材に於ては湿気の拡巌速度が平行積層材のそれよりも小きい事は考えられる｡

この際 問題となるのは積層材に於て･板目面即ち接着層に直角方向の水分吸湿があ●

るか否かであるが,W.KtJcH,良.A.G.kNIGHT,堀岡邦典氏等が水分吸湿がある事

を実験的に証明している｡故に吸湿速度は直交積層材の方が小さvl.然し圧締カの
･!

大なる積層材は木材組織如 日当に混乱し,毛管部分は殆どなく亘る｡故に平行直交

両横層材に於ける吸湿速度の差異は'Table4に見る如く,i,.さくなる.伺30日後の

吸湿量はTable5･vc示す通 りである.

約 ･
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Table5 吸湿量 (g/cm3).(30日後) ●1

(謎)♂;平行揖層材

⊥ ;直行蹟層材

4,メラミン樹脂接着ラワン積層材の吸水性

7-10BCの常温水に7日間浸漬した場合の含水率増力場 株,吸水速度は Fig二6,

Fig.7,及び Fig.8,に示した如く吸水性は圧縮力 60kg/cm2進は相当急激に減少
～

するがそれ以上の圧締力では顔に減少する｡傭Fig..8に見る様に圧締力30kg/cm!

で製造した積層材の場合では吸湿の場合と反対に直交積層材は平行横層材より吸水

性が大きく圧締カ 60kg/cmSで略々両者同じくなり,100kg/cm 2の場合では吸湿の

場合と同様に平行積層材は直交積層材より吸水性が大きvlo

然し吸水速度比はTable6匪示す如くで吸湿の場合程,両積層初の差異は大きく

はない｡以上の現象は次の様な理由によるものであろうo即ち低圧締力範囲に於て

直交積層材の大きな吸水性は丑報の機械的性質に於七の下る様に接着力が平行積層

軍のそれに比し約1/2であるp換言すれば接着層は平行積層材に比してルーズであ

早.故咋水中浸漬した場合接着層からの吸水分け前が大きいO然し吸湿の場合と同

様毛管を通っての吸水は平行積層材の方が大であろが,低圧締力範囲に於七は前者

の事由による吸水分け前が後者の場合より大きいから吸水率は直交積層材が大であ

るO .

而して圧線カが大とたるに従って直交積層材の接着力が平行積層材のそれに接近

する取 らの国子による吸水は小となり圧締力60k･g/cm℡に於て接着層からの野水

卵
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因子と毛管からの吸水因子が略々相等しくなり吸水率は両積層材に於て大体等しく

なる.圧締力 100kg/cm2の場合では接着力は殆ど両積層材に於て等しvlため接着 ＼
I

層からの吸水因子は非常に小さく且略々等し.V疹 め毛管からめ吸水因子のみが問題

となり,吸湿の場合と同様に直交積層材の吸水率は平行積層材のそれよりも小さく

なるものと考えられる｡･

積層方向に於ける膨潤量はTable7に示す通りに,各圧締力に於て直交横廃材ゐ

方が僅かに大である｡

Table6 吸 水 速 度 比

Table8膨 潤 量 (168hr.後)I

61

倫平行積層材に於て積層方 向

の膨脹は幅方向の約 2倍であ

る.倫吸水量をW.KtJcH氏の

研究によるブナ積層材のそれと

比較して示すとTable9の通

りである｡ ′
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Table9 吸 水 量 -120時間水中浸漬

圧締カkg/cm2 積層方法 吸水量(g/cm8) (註) ※W.RifcH氏の研究による

･以上メラミン樹脂接着ララ-/積層材の吸湿吸水性についてのべたが,単板厚みを

異にする Tegofilm接着ブナ穣層材についてW.KtJcH氏の興味ある実験報昔があ

る｡即ち薄い単板構成の積層材 (TVBu45)は厚い単板構成め積層材 (TVBu15)よ

りも吸湿性は大きいが吸水性は小さい｡因みに積層材は素材に比して圧縮せられた

木材組織を有するため強き Saugkraftがある｡他方樹脂浸潤した接着層のため水

分溌動を阻止する処の･Feu'chtigkeitsbestandigkeitがある｡TVBu15にてはこの

2つの影響が殆ど等Lv./ため素材と同様な吸湿性を表すがTVBu45把ては,F.̀S.P,

以下の湿潤空気に於けるSaugkraftの影響が大きいため TVBu15及び素材よりも

大きな吸湿性を示す｡ 戯し水中浸演による含水率増加は本質的に細胞間隙に浸潤し

た水分量によるものである｡非常に薄い単板構成の積層材にては機脂でみたされた

多くの細胞と圧縮せられた導管がある｡他方比較的厚い単板から構成せられた積層

材は未だルーズな木材組織と概して自由なれ隙がある｡ 故た水中浸漬にてはTVBu

15はTVBu45よりも多くの水分を吸収する･｡

6!
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Ⅵ 要 約

1,圧締カと容積重との関係に於て南方材であるラワン材は針広葉樹と明瞭な特異

性を示す.即ち圧締カ60kg/C畔 琴は圧締カの増大と共比容積重は急激に上昇す

るが,それ以上の圧締カでは殆ど上昇しなvlo

2,ヲワシ積層材の製造の際,高圧締力の使用は繊維問結合強度の比例限度を越え

る倶れがある｡

3,メラミン樹脂接着ラワン積層材の吸湿性は圧締カの増大と共紅略々直線的に減

少するが,直交積層材は平行痩層材よりも吸湿性が小さい｡吸水性 は 圧締 力
I

60kg/crn2迄掛 目当急激に減少するが,それ以上の圧締力では緩に減少する｡由

60kg/cm2 より低圧締力範囲にては直交積層材埠平行積層材より吸水性が大 き

く,高圧締力範囲にては吸湿の場合と同様後者は前者より吸水性が大きい0
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